





















(1)  a. 個別言語の個々の音韻現象の一般化を示すこと。   
 b. 統語論のあと（post-syntax）で起こる音韻現象が、どのような音 














の (2)(c) のように、普通に基底のアクセントが現われる。 
 
(2) a. （[ダレガ キョネン キョート イッタØ]）↑ 
  ＜誰が去年京都行った？＞（すべて高いピッチ） 
 b.（[ダレガ キョネン キョート イッタ˥カ]）（ワスレ˥タ） 
  ＜誰が去年京都行ったか忘れた＞ （˥カでピッチが下がる） 
 c. [（キョ˥ネン）（キョ˥ート）（イッタ˥カ）（ド˥ーカ）]） 
  （ワスレ˥タ）  （基底のアクセント˥が現われる） 
  ＜去年京都行ったかどうか忘れた＞ 
 ↑：上昇イントネーション。 
 ˥：アクセント（下がり目）。名詞には基底形で指定されている。 
  動詞には、無標アクセント付与規則で付与される。 
  [  ]：節境界。 












































現象を記述した。シベ語では、[Dorsal, -high] の素性をもつ母音（a, o）と子音（q, ɢ,















(5) a. 音韻句や音韻語などの韻律範疇が関わる現象 
 b. 繰り返し構造などの複合語化が関わる現象 
 c. 異形態の実現に関わって語幹と語尾（接辞）の間で起こる現象 




























































 a. 音韻句や音韻語などの韻律範疇が関わる現象 
 b. 繰り返し構造などの複合語化が関わる現象 
 c. 異形態の実現に関わって語幹と語尾（接辞）の間で起こる現象 
 d. 異音や異形態の実現に関わる局所的な現象 
 
 本論文は、日本語、韓国語および、アルタイ諸語と呼ばれる言語を広く見渡し、そ
こに見られる種々の音韻領域と音韻現象の関係を論じており、文法の中における音韻
論の位置づけに関する研究に、大いに貢献する優れた論考である。しかし、問題がな
いわけではない。本論文は何年かにわたり発表されてきた論文をまとめたものである
ため、第2章が長すぎるなど多少バランスが悪い。また、第5章はまとめの部分と分析
の部分とを分離した方がよいかもしれない。しかし、これらは論文の体裁に関するも
ので、本論文の価値を大きく減じるものではなく、将来出版に際しての修正が可能で
ある。 
 以上、審査したところにより、本論文は博士（文学）の学位論文として価値あるも
のと認められる。なお、平成28年2月10日、調査委員３名が論文内容とそれに関連した
事柄について口頭試問を行った結果、合格と認めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表
に際しては、当分の間、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすること
を認める。 
 
